
柳
川
市
は
前
年
比
横
ば
い

み
や
ま
市
は
８
割
に
減
少

　

市
の
可
燃
ご
み
は
、
平
成

29
年
度
が
１
万
５
９
８
５

ト
ン
、
平
成
30
年
度
が

１
万
５
９
２
７
ト
ン
、
そ

し
て
令
和
元
年
度
が

１
万
５
９
０
６
ト
ン
で
、
令

和
元
年
度
は
前
年
比
99
・

９
％
と
ほ
ぼ
横
ば
い
で
し

た
。
一
方
、
み
や
ま
市
は
前

年
比
80
％
で
１
４
５
８
ト
ン

も
減
少
。
こ
の
ま
ま
で
は
新

ご
み
焼
却
場
の
建
設
費
の
負

担
額
が
柳
川
に
重
く
の
し
か

か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
市
は
、
今
年
度
の
ゴ
ミ
の
量

を
前
年
比
90
％
に
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
１
人
１
人
が
毎
日
卵

１
個
分
（
約
65
ｇ
）
の
ご
み

を
減
ら
す
こ
と
で
達
成
で
き

る
目
標
で
す
。
資
源
ご
み
分

別
の
徹
底
、
生
ご
み
の
軽
量

化
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
切
り
運
動
で

生
ご
み
を
減
量

　

家
庭
か
ら
出
る
可
燃
ご
み

の
中
で
１
番
重
い
生
ご
み
。

そ
の
主
な
成
分
は
水
で
す
。

生
ご
み
減
量
の
た
め
、
食
料

品
の
「
使
い
切
り
・
食
べ
き

り
・
水
切
り
」
の
３
切
り
運

動
で
ご
み
減
量
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

●
使
い
切
り

　

食
材
は
、
必
要
な
分
だ
け

買
っ
て
上
手
に
保
存
し
、
無

駄
な
く
使
い
切
り
ま
し
ょ
う
。

必
要
な
も
の
だ
け
を
買
い
、

そ
れ
で
も
余
っ
た
食
材
は
、

冷
蔵
・
冷
凍
保
存
し
、
使
い

切
り
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

●
食
べ
切
り

　

家
族
が
食
べ
る
量
を
把
握

し
、
作
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
食
べ
切
れ
な

か
っ
た
と
き
は
、
冷
蔵
・
冷

凍
保
存
し
、
ア
レ
ン
ジ
す
る

な
ど
し
て
早
め
に
食
べ
切
り

ま
し
ょ
う
。

●
水
切
り

　

水
切
り
は
ご
み
の
減
量
や
、

腐
敗
・
悪
臭
対
策
に
も
な
り

ま
す
。
三
角
コ
ー
ナ
ー
や
水

き
り
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
可

燃
ご
み
袋
に
入
れ
る
前
に
一

絞
り
し
ま
し
ょ
う
。

　
新
し
く
建
設
し
て
い
る
ご
み
焼
却
場
の
建
設
費
負
担
割
合
に
直
結
す
る
可
燃
ご
み
の
減
量
化
は
、
市
の
大
き
な
課

題
で
す
。
今
年
度
は
、
前
年
度
よ
り
10
％
減
量
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
、
前
年
度
の

ご
み
の
量
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
問
】
市
廃
棄
物
対
策
課
（
☎
72
・
１
３
３
４
）

シ
リ
ー
ズ
「
ご
み
減
量
を
い
か
に
し
て
成
功
さ
せ
る
か
」 

㉑

今
年
度
は
ご
み
の
量
を
前
年
比
90
％
を
目
標
に

良
好
な
環
境
保
全
を
目
指

す
10
年
間
の
長
期
計
画

            

　

第
２
次
柳
川
市
環
境
計
画
は
、

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
と
な

る
第
２
次
柳
川
市
総
合
計
画
を

環
境
の
視
点
か
ら
実
現
し
て
い

く
た
め
の
も
の
で
す
。
計
画
の

期
間
は
令
和
２
年
度
か
ら
の
10

年
間
。
環
境
保
全
の
長
期
的
な

目
標
や
取
り
組
み
を
設
定
し
て
、

市
が
抱
え
る
環
境
問
題
を
解
決

す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
市
役
所
各
庁

舎
や
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
市
公
式
サ
イ
ト
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

将
来
像
実
現
の
た
め
の

５
つ
の
基
本
目
標

　

市
が
目
指
す
将
来
像
「
水
が

き
れ
い 

ま
ち
が
き
れ
い 

緑
あ
ふ

れ
る
水
郷
の
ま
ち
柳
川
」
を
実

現
す
る
た
め
、
①
地
球
環
境
②

資
源
循
環
③
自
然
環
境
④
生
活

環
境
⑤
参
加
と
協
働
の
５
つ
の

基
本
目
標
に
沿
っ
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

可
燃
ご
み
の
減
量

　

計
画
の
中
で
、
可
燃
ご
み
の

減
量
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

設
定
。
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
、
ご
み
の
分
別
に
取
り
組
ん

で
い
る
市
民
の
割
合
は
高
い
も

の
の
、
ご
み
の
排
出
量
や
資
源

化
率
は
横
ば
い
の
ま
ま
だ
か
ら

で
す
。
ご
み
を
な
る
べ
く
出
さ

な
い
よ
う
に
し
て
、
可
能
な
限

り
資
源
を
再
利
用
し
、
環
境
へ

の
負
荷
が
少
な
い
循
環
型
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

●
重
点
目
標
の
テ
ー
マ

　

可
燃
ご
み
の
発
生
を
抑
制
す

る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
確
立

●
具
体
的
な
取
り
組
み

▽
分
別
の
徹
底
＝
資
源
物
専
用

袋
の
値
下
げ
な
ど

▽
生
ご
み
の
減
量
＝
家
庭
や
事

業
所
に
生
ご
み
処
理
機
の
購
入

を
補
助

▽
周
知
・
啓
発
活
動
＝
ア
プ
リ

を
使
っ
た
情
報
発
信
な
ど

【
問
】
生
活
環
境
課
環
境
係
（
☎

77
・
８
４
８
５
）　
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■３年間の柳川市とみやま市のごみの量の推移
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電動生ごみ処理機で生ごみの重さを約 8 割減らすことが可能に
■生ごみの軽量化に効果的な電動生ごみ処理機
　生ごみの水分を乾燥させる電動生ごみ処理機は、生
ごみの重さを約８割減らすことができます。市は、昨
年から購入の補助率を上げ、購入額の 3 分の 2、上限
5 万円を補助しています。
●対象　市内の店舗で購入する生ごみ処理機
●申込方法　市生活環境課浄化槽推進係にある申込用
紙に必要事項を記入して直接申し込んでください。
※�申し込みは、購入前に見積書を取って事前に申請し

てください。
【問】同係（☎ 77・8483）

■電動生ごみ処理機を１カ月無料で貸し出し
　市クリーン連合会は、電動生ごみ処理機を 1 カ月無
料で貸し出しています。１度試しに使用してみたい人
は、ぜひ利用してみてく
ださい。
●申込方法　市生活環境
課環境係にある申込用紙
に必要事項を記入して直
接申し込んでください。

【 問 】 同 係（ ☎ 77・
8485）

「
水
が
き
れ
い 

ま
ち
が
き
れ
い 

緑
あ
ふ
れ
る
水
郷
の
ま
ち
柳
川
」
を
目
指
す

第
２
次
柳
川
市
環
境
基
本
計
画
を
策
定

生ごみを捨てるとき
は最後にぎゅ～っと

一絞り！

■ 5 つの基本目標の概要
①地球環境
環境に配慮した持続可能なまちづくり
　市全体から発生する温室効果ガスは減少し
ています。しかし、さらなる温暖化対策や異
常気象などの気候変動の影響への対応を進め
ます。

②資源循環
環境負荷の少ない循環型のまちづくり
　市のごみは 8 割以上が可燃ごみです。ごみ
の分別やリサイクルが重要な課題で、減量化
のためにリユース・リデュース・リサイクル
の 3R の取り組みなどを推進します。

③自然環境
豊かな自然と共生したまちづくり
　農地と掘割や有明海などの水環境は、多様

な生物の生息や生育の場になっています。掘
割を生かした環境保全や生物多様性への理解
や関心を深める取り組みを進めます。

④生活環境
安全・安心にいきいきと暮らせるまちづくり
　生活雑排水の処理改善やごみのポイ捨ての
啓発、水質調査の結果に応じて適切な対策を
します。増加傾向にある空家・空地問題は、
柳川市空家等対策計画などに沿って管理を推
進します。

⑤参加と協働
住民参加の環境に配慮したまちづくり
　平成 30 年から、小学生を対象に掘割生物
学習を始めました。大人から子どもまで地域
の環境に関する意識の向上を目指します。

■�ごみの排出量の推移
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